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離
れ
、
野
鳥
の
声
が
聞
こ
え

る
森
の
中
に
は
自
然
豊
か
な

ハ
イ
セ
ン
ス
の
空
間
が
あ
っ

た。
2
0
1
1年
に
開
業
し
た

「
M
e
o
n
（
メ
オ
ン
）
農

苑
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
」
は
、

ま
さ
に
ノ
ン
・
デ
イ
リ
ー
カ

フ
ェ
。
草
花
や
小
果
樹
を
育

2
つ
に
大
別
す
る
と
、
従
来
と
訪
れ
た
の
は
札
幌
に
隣
接
て
な
が
ら
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ

盆
棄
店
や
セ
ル
フ
型
の
ド
す
る
南
空
知
エ
リ
ア
。
札
幌
ド
で
＠
索
朴
で
豊
か
な
自
然

ト
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー
、
ス
タ
ー
か
ら
車
で
50
分
と
い
う
、
都
の
暮
ら
し
を
提
案
す
る
と
い

バ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
チ
ェ
ー
会
に
近
い
ほ
ど
よ
い
距
離
の
う
、
農
園
と
庭
苑
と
食
空
間

ン
店
は
生
活
の
延
長
線
上
に
田
舎
に
は
、
田
園
風
景
と
豊
が
融
合
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が

あ
る
デ
イ
リ
ー
カ
フ
ェ
と
位
か
な
食
材
と
癒
さ
れ
る
空
間
あ
る
。
こ
こ
で
育
て
ら
れ
た

置
づ
け
、
ノ
ン
・
デ
イ
リ
ー
が
あ
っ
た
。
農
園
や
花
畑
に
ハ
ー
ブ
や
ハ
ス
カ
ッ
プ
、
プ

カ
フ
ェ
と
は
i

昴
あ
生
活
の
囲
ま
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
小
悪
函

延
長
線
上
と
は
専
つ
場
所
ラ
ン
チ
、
北
海
道
最
古
の
蔵
や
地
元
農
家
か
ら
の
採
れ
た

で
、
新
た
な
刺
激
や
発
見
に
元
探
訪
、
道
の
駅
を
回
り
、
て
食
材
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
や

出
会
え
歪
弄
日
常
型
の
カ
フ
最
後
に
訪
れ
た
の
は
千
歳
川
タ
ル
ト
、
デ
ザ
ー
ト
、
ド
リ

ェ
と
い
え
る
。
の
ほ
と
り
か
ら
山
埠
に
分
け
ン
ク
な
ど
身
体
に
優
し
い
メ

先
日
、
札
眠
で
講
演
を
し
入
っ
た
場
所
に
あ
る
ガ
ー
デ
ニ
ュ
ー
が
揃
つ
。
大
き
な
窓

た
翌
日
に
地
元
在
住
の
知
人
ン
カ
フ
ェ
。
都
会
の
喧
騒
を
か
ら
見
え
る
緑
は
、
絵
画
の
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商
い
創
造
研
究
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代
表
取
締
役

松
本

大
地

第67回

よ
う
な
芙
し
さ
で
自
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
。
内
装
の
木

の
揺
か
み
は
痣
し
の
空
間
を

生
み
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具

は
使
っ
た
人
の
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
を
語
り
か
け
る
。
心

も
身
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
の
は
、
植
物
、
野
鳥
、
森

の
木
々
、
流
れ
る
水
の
音
、

す
べ
て
人
工
物
で
は
な
く
自

然
が
放
つ
心
地
良
さ
か
ら
だ

ろ
う
。
季
節
に
よ
っ
て
変
わ

る
景
色
は
、
再
び
埋
つ
時
期

に
訪
れ
る
の
も
楽
し
み
の
一

っ
と
な
る
。

新
千
歳
空
造
か
ら
10km
離

れ
た
山
の
中
に
、
わ
ざ
わ
ざ

蒻
腐
か
ら
だ
け
で
な
く

全
国
か
ら
ロ
コ
ミ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
情
戟
を
得
た
人

々
が
感
動
体
験
を
求
め
て
訪

れ
る
。
成
動
に
つ
な
が
る
大

切
な
こ
と
は
、
オ
ー
ナ
ー
の
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心
構
え
が
ど
う
見
え
る
か
に

あ
る
。
こ
の
オ
ー
ナ
ー
は
長

悶
景
に
て
生
活
雑
貨
店

を
経
し
、
そ
の
後
飲
食
業

で
の
経
験
を
重
ね
、
最
終
自

標
で
あ
っ
た
ガ
ー
デ
ン
カ
フ

羞
i
J

夫
妻
で
盛

l

む
。
庭
園

や
農
園
の
手
入
れ
、
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
家
具
や
生
活
雑
貨
の

仕
入
れ
、
接
客
、
食
事
に
至

歪
す
べ
て
に
愛
情
が
注
が
れ

る
結
果
、
．
単
に
飲
む
コ
ー
ヒ

ー
で
は
な
く
、
味
わ
う
コ
ー

ヒ
ー
と
な
り
、
食
べ
る
料
迎

で
は
な
く
、
昧
わ
う
料
迪
と

な
る
。
デ
イ
リ
ー
カ
フ
ェ
は

い
物
す
る
埠
所
も
な
く
、
あ
q

リ
ラ
ッ
ク
ス
、
気
分
転
換
、

し
を
満
た
せ
ば

“
 

る
の
は
自
然
だ
け
」
と
、
さ
q

く
つ
ろ
ぎ
、
商
談
の
場
と
し

．

羹

は

可

能

で

＇

~
 

げ
す
む
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
▲

て
使
わ
れ
る
が
、
ノ
ン
・
デ

あ
る
。美

味
し
い
コ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
辺
郎
i

ィ
リ
ー
カ
フ
ェ
巷
つ
る
お
い

ノ
な
場
所
な
が
ら
も
自
然
に
囲
▲

の
場
、
味
わ
え
る
場
と
し
て

ー
ヒ
ー
が
コ
‘

d

ビ
ニ
で
手
峰
に
ま
れ
た
飲
食
体
験
を
目
指
し
1

の
役
割
が
あ
る
。

飲
め
、
チ
ェ
ー
て
人
が
訪
れ
る
ガ
ー
デ
ン
カ
一

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
が
成
立

フ
ェ
の
墾
吝
力
に
は
驚
く
ば
1

す
る
商
い
の
も
の
さ
し
は
、

ン
店
の
セ
ル
フ

カ
フ
ェ
醤
齢
か
り
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、

1

齋
か
な
自
然
が
あ
り
土
地
が

~
 

者
が
利
用
し
や
何
ら
か
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
血

安
い
擾
所
で
あ
る
こ
と
。
周

▲
 

す
い
カ
フ
ェ
、
る
人
が
多
い
環
代
社
会
で
g

辺
に
豊
か
な
食
材
が
あ
る
こ

そ
し
て
サ
ー
ド
は
、
自
然
と
ふ
れ
を
つ
こ
と
i

と

。

オ

ー

ナ

ー

自

身

造

園

作

”

▲

ウ
ェ
ー
プ
コ
ー
で
人
の
五
感
を
活
き
活
き
と
皿

業
が
好
き
な
こ
と
。
オ
ー
ナ

~
 

自
覚
め
さ
せ
る
庭
園
療
痣
と
-

ー
の
生
活
文
化
の
感
度
が
嵩

ヒ
ー
人
気
か
ら

し
て
の
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー
i

い
こ
と
。
こ
れ
ら
の
も
の
さ

●
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9
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海
外
の
著
名
店

の
ニ
ー
ズ
に
吐
つ
。
ノ
ン
デ
一g

 

ま
で
様
々
な
コ
ン
セ
プ
ト
を

も
っ
た
カ
フ
ェ
が
増
え
て
き
イ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
代
表
す
る
-，
 

た
。
す
で
に
カ
フ
ェ
は
飲
食
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
業
態
は
、

da
 

店
の
枠
を
越
え
て
、
地
域
の
現
代
生
活
者
に
う
る
お
い
を
i

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
提
供
す
る
精
神
文
化
の
場
と
1

し
て
、
ま
た
自
然
豊
か
な
地
9

＇ 

と
し
て
の
役
割
も
担
う
。

元
気
の
な
い
地
方
裔
れ
方
の
魅
力
を
伝
え
る
大
き
な
一

歪
J

、
「
人
も
い
な
く
、
買
役
割
も
期
待
で
き
よ
う
。
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豊
か
な
自
然
で
五
感
を
刺
激
す
る
「
M

E
O
N
農
苑
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
」


